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長嶋茂雄ロード
特　集

誕生
問 市役所都市計画課　☎ 055-948-2909

読売巨人軍

ここ伊豆の国市に、新たな名所「読売巨人軍　長嶋茂雄ロード」が誕生しました。

　日本野球界の至宝である長嶋茂雄読売巨人軍終身名誉監督（以下「長嶋氏」という。）は、
現役時代の昭和 42年から 48年までの間、伊豆の国市（旧大仁町）を拠点として自主トレー
ニングを行っていました。
　市では、長嶋氏と本市の関係を後世に伝えるとともに、長嶋氏のスポーツマンシップを
本市における人づくりと地域づくりに生かすことで、市のさらなる発展を目的に、長嶋氏
がトレーニングをしていた道などに「読売巨人軍　長嶋茂雄ロード」と命名しました。

■
伝
説
の

　
〝
大
仁
山
ご
も
り
〞

　

戦
後
、
最
大
の
娯
楽
で
あ
っ
た

プ
ロ
野
球
。
そ
の
な
か
で
、
ひ
と

き
わ
輝
き
を
放
っ
て
い
た
長
嶋
氏

が
、
こ
の
地
を
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
場
と
し
て
選
ん
だ
の
は
昭
和
42

年
。
以
降
、
７
年
間
に
わ
た
り
、

正
月
か
ら
球
団
キ
ャ
ン
プ
開
始
前

ま
で
の
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
、

こ
の
地
で
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
大
ス
タ
ー
長
嶋

氏
を
報
道
す
る
マ
ス
コ
ミ
に
よ
り

「
長
嶋
茂
雄
大
仁
山
ご
も
り
」
と

し
て
、
一
躍
、「
大
仁
」
の
地
名

は
全
国
に
知
れ

渡
り
ま
し
た
。

■
気
さ
く
で
温
か
い
人
柄

　

大
仁
に
滞
在
し
て
い
た
間
、
長

嶋
氏
本
人
と
直
接
触
れ
合
っ
た
地

元
の
人
た
ち
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
何
度
も
こ
の
地
を
訪
れ
、
細

い
道
な
ど
を
熟
知
し
て
い
た
長
嶋

氏
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
目
を
盗
み
、

何
度
も
ま
ち
へ
出
か
け
た
そ
う
で

す
。
と
り
わ
け
、
旧
大
仁
高
校
へ

は
よ
く
足
を
運
び
、
高
校
生
と
一

緒
に
さ
ま
ざ
ま
な
部
活
動
に
参
加

し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

フ
ァ
ン
か
ら
求
め
ら
れ
た
サ
イ

ン
や
写
真
撮
影
に
も
笑
顔
で
気
軽

に
応
じ
、
地
元
か
ら
の
人
気
も
絶

大
な
も
の
で
し
た
。

　
「
プ
ロ
は
命
が
け

で
練
習
」
の
信
念
を

持
つ
長
嶋
氏
。
城
山

へ
の
登
頂
や
滞
在
先

ホ
テ
ル
の
離
れ
で
の

練
習
、
そ
し
て
伊
豆

の
温
暖
な
気
候
は
、
当
時
の
長
嶋

氏
に
と
っ
て
最
適
の
練
習
環
境

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

な
に
よ
り
、
大
仁
の
地
を
選
ん

だ
最
大
の
決
め
手
は
、
長
嶋
氏
の

大
好
き
な
「
富
士
山
」
が
き
れ
い

だ
っ
た
か
ら
と
い
い
ま
す
。

長
嶋
茂
雄
氏

は
、
昭
和
11

年
生
ま
れ
、
千
葉

県
印
旛
郡
臼
井
町

（
現
在
の
佐
倉
市
）

出
身
の
元
プ
ロ
野

球
選
手
・
プ
ロ
野

球
監
督
で
す
。
昭

和
33
年
に
プ
ロ
野
球
読
売
巨
人

軍
に
入
団
。
以
降
、
主
に
４
番

サ
ー
ド
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
引

退
す
る
昭
和
49
年
ま
で
に
、
巨

人
軍
Ｖ
９
戦
士
の
主
力
と
し

て
、
ま
た
個
人
成
績
で
も
М
Ｖ

Ｐ
５
回
、
本
塁
打
王
２
回
、
首

位
打
者
６
回
な
ど
数
々
の
輝
か

し
い
成
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

巨
人
軍
で
は
長
嶋
氏
の
功
績

を
称
え
、
引
退
後
は
彼
の
背
番

号
で
あ
る
３
を
永
久
欠
番
に
、

ま
た
、
長
嶋
氏
は
監
督
引
退
後

も
、
巨
人
軍
終
身
名
誉
監
督
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
25
年
に
は
、

広
く
国
民
に
敬
愛
さ
れ
、
社
会

に
明
る
い
希
望
を
与
え
る
こ
と

に
顕
著
な
業
績
が
あ
っ
た
と
し

て
、
国
民
栄
誉
賞
を
受
賞
さ
れ

て
い
ま
す
。

富
士
山
が
き
れ
い
だ

た
か
ら

永遠の背番号 3
ミスタープロ野球

自主トレーニングの拠点として宿泊していた大仁ホテル
「富士の間」内で打撃練習に励む長嶋氏

子どもを抱きかかえ、気軽に
撮影に応じる長嶋氏

大
仁
区
で
制
作
し
た

イ
メ
ー
ジ
イ
ラ
ス
ト
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地
元
の
住
民
団
体

で
「
長
嶋
ロ
ー
ド
」

の
企
画
が
上
が
っ
た
の
は

平
成
19
年
の
こ
と
。
こ
の

た
び
は
、
地
元
の
念
願
が

か
な
い
、
本
当
に
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

　

長
嶋
さ
ん
は
私
た
ち

世
代
に
と
っ
て
の
大
ス

タ
ー
。
優
れ
た
ス
ポ
ー
ツ

選
手
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
そ
の
人
柄
も
あ
り
、

多
く
の
人
を
今
な
お
魅
了

し
続
け
て
い
ま
す
。

　

華
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
ば

か
り
が
注
目
さ
れ
る
長
嶋

さ
ん
で
す
が
、
こ
の
地
で

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
と
て

も
過
酷
な
も
の
だ
っ
た
と

聞
き
ま
す
。
栄
光
の
陰
に

努
力
あ
り
。「
努
力
の
人
、

長
嶋
茂
雄
」
の
足
跡
を
後

世
に
語
り
継
ぐ
こ
と
は
、

こ
の
地
に
住
む
私
た
ち
の

重
要
な
役
割
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

当
時
、
長
嶋
さ
ん
の
自

主
ト
レ
の
様
子
が
盛
ん
に

報
道
さ
れ
た
お
か
げ
で
、

大
仁
が
〝
山
ご
も
り
〞
の

地
と
し
て
全
国
的
に
有
名

に
な
り
ま
し
た
。
長
嶋
さ
ん

を
慕
う
多
く
の
フ
ァ
ン
た
ち
が

こ
の
地
を
訪
れ
、
ま
ち
は
に
ぎ

わ
い
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
は
商
店
街
も
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
閉
じ
て
い
る
店
舗
が
目

立
ち
、人
通
り
も
ま
ば
ら
で
す
。

　

今
回
、
市
の
※
道
路
愛
称
選

定
事
業
に
よ
り
長
嶋
ロ
ー
ド
が

正
式
に
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
に
、
か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い

を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
私
た
ち

地
元
も
知
恵
を
絞
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
地
で
読
売
巨
人

軍
な
ど
か
ら
の
協
力
を
得
て

「
第
２
回
長
嶋
茂
雄
少
年
野
球

教
室
」
を
開
催
し
、
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
け
た
ら
と
夢
を
抱
い
て
い

ま
す
。

戦
後
の
貧
し
い
日
本
を
わ

ず
か
数
十
年
で
世
界
有

数
の
経
済
大
国
へ
導
い
た
の

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
昭
和
時

代
の
企
業
戦
士
の
皆
さ
ま
で
あ

り
、
そ
の
彼
ら
の
心
の
支
え
と

し
て
存
在
し
た
の
が
、
戦
後
最

大
の
ス
タ
ー
で
あ
る
読
売
巨
人

軍
の
長
嶋
茂
雄
選
手
で
あ
っ
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
長
嶋
選
手
は
、
現
役
時

代
、
本
市
の
大
仁
で
自
主
ト
レ

を
さ
れ
、
当
時
多
く
の
フ
ァ
ン

の
皆
さ
ま
が
大
仁
を
訪
れ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
フ
ァ
ン

層
も
、
今
で
は
70
代
と
な
り
、

当
時
の
長
嶋
選
手
の
大
仁

で
の
自
主
ト
レ
を
懐
か
し

み
、
子
や
孫
世
代
と
再
び

当
地
を
訪
れ
る
方
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

今後の計画
（予定）

■看板などの整備

　道路の起点・中間点・
終点にあたる位置に道路
愛称を記した看板を設
置。また、長嶋氏の足跡
のわかる記念碑を整備。
実施時期／
　平成 27年度中

■完成記念セレモニー

　整備工事完了後、完成
記念セレモニーを実施。
実施時期／
　平成 28年 1月末頃

※道路愛称選定事業
市は、市民や訪れた人にわかりやすく、親しみ
が持てる道路とするため、特色ある道路の愛称
を募集。応募の中から 11 路線に愛称を名づけ
ることに決定しました。「長嶋ロード」以外の
愛称は、現在、道路愛称委員会で検討中です。

起終点
▶大仁ホテル入口交差点　～　大仁ホテル前交差点
▶旧静岡銀行交差点　～　大仁橋

起終点
▶大仁橋　～　城山山頂

長嶋氏が現役時代に自主トレーニングの拠点として滞在し
ていた大仁ホテル周辺の道路や地元の商店街。

長嶋氏がダッシュを繰り
返していたとされる坂

商店街から大仁ホテル
に向かう交差点

踏切から大仁橋を
望む

長嶋氏の日課だった
ランニングコース

神島橋を渡り城山へ

ゴツゴツした岩の多い城山登頂は、
瞬発力強化に最適（登り口）

大岩山を有する長嶋氏お気に入りの城山。
トレーニングのための登頂や狩野川堤防で
のランニングで利用した道。

久保博  読売巨人軍社長から
許諾書を受ける小野市長
（（株）読売巨人軍本社にて）

狩野川

国道 136 号城山

大仁小

神島橋

大仁橋

伊豆箱根鉄道

大仁ホテル

旧大仁高校

狩野川
記念公園

国道 136 号

狩野川 伊豆箱根鉄道

大仁ホテル

旧大仁高校

大
仁
駅

大
仁
駅

長嶋茂雄ランニング
ロード

読売巨人軍

長嶋茂雄ランニングロード

読売巨人軍

長嶋茂雄ロード

Interview かつてのにぎわいを取り戻したい

多
く
の
長
嶋
フ
ァ
ン
が

訪
れ
た
大
仁
商
店
街

長
嶋
氏
も
眺
め
た
で
あ
ろ
う

城
山
山
頂
か
ら
の
眺
め

長嶋茂雄ロード

地
と
し
て
全
国
的
に
有
名

ァ
ン
ァてァり仁しびく ァ
ン

て
く

ァ
ン、

く
あ

　

そ
ん
な
多
く
の
国
民
の
皆
さ

ま
に
愛
さ
れ
た
長
嶋
選
手
に
感

謝
と
敬
意
を
顕
あ
ら
わ
し
た
く
、
市
で

は
記
念
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
の
制

定
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
は
、（
株
）読
売
巨
人

軍
を
は
じ
め
、多
く
の
方
々
の

ご
理
解
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
こ

と
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
伊
豆
の
国
市
は
、
長
嶋

氏
と
共
に
、
飛
躍

し
て
ま
い
り

ま
す
。


